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令和２年度補正予算の概要について 
 

令和２年３月１９日 

（単位：千円） 

一 予算規模 

 

   一 般 会 計      

            補   正   額                      ３７１,４９５ 

 

 

                   補 正 後 の 規 模                         ５７９,７８５,４９５ 

 

 

                    前年度当初予算との対比                ５,６９６,４９５ 

                   （１.０％増） 

 

 

  《補正予算の財源》 

 

    特 定 財 源                                ２１０,８９８ 

 

国 庫 支 出 金                   ２１０,８９８ 

 

 

 

    一 般 財 源                                  １６０,５９７ 

 

                      繰 入 金                      １６０,５９７ 
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二 補正予算の内容 

  今回の補正予算は、新型コロナウイルス感染症への対策に要する経費について計上した。 

 

（１）新型コロナウイルス感染症対策事業                     ２７０,８９０ 

    ①帰国者・接触者相談センター設置事業                   36,000 千円 

     新型コロナウイルス感染症に関する 24 時間対応可能な県民相談窓口を 

設置する。(令和元年度２月補正(3/9 追加提案分)で債務負担行為設定) 

・設置期間 令和２年４月～９月 

②帰国者・接触者外来設置整備事業                53,450 千円 

     医療機関における「帰国者・接触者外来」の設置に必要な設備等の整備 

に対し助成する。 

 ・補助対象 25 医療機関 

  ・補 助 率 10/10（国 1/2、県 1/2） 

③新型コロナウイルス感染症患者入院医療機関整備事業   73,440 千円 

 患者の入院に対応するための簡易陰圧装置の整備に対し助成する。 

 ・補助対象 17 医療機関 

 ・補 助 率 10/10（国 1/2、県 1/2） 

④新型コロナウイルス検査体制整備事業          108,000 千円 

ウイルス検査を実施する健康環境センターの体制整備を行う。 

 

 （２）感染症患者入院治療費                         １００,６０５ 

    新型コロナウイルス感染症患者を入院措置した場合の医療費のうち、自己 

負担分について負担する。 

     ・負担割合 10/10（国 3/4、県 1/4） 

 

 

 


